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　本研究課題につき、2005年度に取り組んだ作業は次の3点である。
　第1は、拙著『日本司法の逆説　最高裁事務総局の「裁判しない裁判官たち」』（五月書房、
2005年）のフォローアップ作業である。幸い、『週刊金曜日』2005年8月5日号一「きんようぶ
んか読書」欄（評者・永尾俊彦）、『図書新聞』2005年9月10日号（評者・奥平康弘）、および
『法学セミナー』2006年1月号「新刊ガイド」欄で取り上げられた。
　とりわけ、奥平氏の書評は「もし、自分の気に入らない裁判の決着を、これすなわち裁判所の
「制度的な欠陥」のせいにしてしまうとすれば、そもそも法律学などというものは不要になって
しまうかもしれないのである。そう簡単にはゆかないのではあるまいか」など辛辣なものであっ
た。拙著の弱点を改めて認識させられた。法律の専門家からみれば、司法官僚に関する自明な点、
すでに陳腐な点を、あたかも「斬新な」論点かのように記述してしまったのである。
　第2は、裁判官の異動の把握である。有料データベースにキーワードを登録して、リアルタイ
ムで裁判官の異動を追跡できるようにした。ヒット件数は1年間で50件以上にのぼり、今後の
紀要論文作成にあたっての貴重な資料ストックになった。これらを整理・分析すれば、各裁判所
の格付けが明らかになり、同時にそこに配属される裁判官を最高裁事務総局がどう評価している
かもおのずと明確になるはずである。
　第3は、研究課題に「実体的研究」と掲げている以上、現場の裁判官との交流が不可欠である
と考え、現役裁判官がつくっている唯一のグル・一一・一プといってよい「日本裁判官ネットワーク」に
参加・報告したことである。2006年2月26日に拙著を中心とした報告の機会を与えられ、およ
そ20名の現役裁判官、裁判官退職者、および「日本裁判官ネットワーク」を支援する一般の方々
と懇談することができた。
　裁判官の現場の声に触れたことで、プリントされたものではなかなかわからない事情を理解す
ることができた。あるいは、今後の研究にあたって有益な示唆を得た。同時に、それはまた拙著
の弱点を強く自覚することになり、視野を広げる一助となった。
　次年度も引き続き、資料の収集や「日本裁判官ネットワーク」の例会への参加などを通じて研
究テーマを絞り込み、司法官僚についての実証的な論文の執筆へつなげたいと考えている。
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